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抄録：関係者をいかに呼ぶかは、効果的な業務上、多くの職場でマニュアルにされるべき基本事項である。これに対して学

校教育は、活動結果の成果物が明確でなく、また特定できても儚く不安定で、情緒的な人間関係からなる即興的なものである

ために、教師の子ども呼称も定型化されにくい。ここに自律的な職務遂行としての教師の意思決定が観察される。そこで教師

は、集合的場面で個人をおおむね、氏と名、「くん・さん」と呼び捨ての組み合わせから選んで呼ぶが、氏と「くん・さん」

では味気ない、また、子どもに一律に接しなければと考えがちである。この結果、呼び捨てしかも名で呼ぶことになるが、そ

れは嫌悪されるかもしれない点、あるいは感情マネジメントの点で賭けとならざるをえない。これらから、職務遂行上のＰＤ

ＣＡサイクルや説明責任が求められても、教育側の意思は貫徹せず、蓋然的で多様な結果が必然であることをミクロレベルの

公教育経営として指摘できる。以上を踏まえれば、教師には生徒との距離感をより適切に推量する能力と手立てが望まれるこ

と、また呼称がそれに続く表現や行為に影響を及ぼす点で、相手への慎重な姿勢が妥当といえる。 

 

キーワード：呼称、距離感、感情、コミュニケーション、リスク 

 

Ⅰ．問い－学校経営と関係者間の呼称 

公教育の代表格といえる学校への社会的眼差しが厳しくなり、教育活動に対する説明責任を求める声が高まっ

ている。大阪府において「知事は、府教育委員会との協議を経て、高等学校教育において府立高等学校及び府立

特別支援学校が実現すべき目標を設定する」（第６条）、「校長は、前条第１項の提示した指針をもとに、学校の

具体的・定量的な目標を設定したうえ、当該目標の実現に向けて、幅広い裁量を持って学校運営を行う」（第８

条）といった内容を含む「教育基本条例」を制定しようとする動きも、この一例だろう。 

  もっとも、それは教育しようとする側、教職員の意図が、実体を輪郭どおりに映し出す影のごとく職務の実際

に投影されるならば、という条件つきであることを忘れてはならない。学校や教職員の立てた目標やねらいが、

授業その他の職務に予定通り具体化され、その結果が児童・生徒の学力等に現れることが確かならば、教育目標

にどれほど接近したかをもって学校や教員を評価するという論理は可能である。 

 しかしながら、そのような現実が生まれることはあまり見込めない。なぜなら、児童・生徒は学校にとって不

可欠な存在でありながら、彼らを学校の教育目標実現のために通学する者と位置づけることは難しく、彼らへの

働きかけの結果もどうなるかわからないリスクを常に負うのが、学校教育だからである。 

 つまり学校教育は、①児童・生徒という相手のある仕事であり、彼らは教職員の意のままになるわけではない。

また、②児童・生徒とは職務上の関係を前提にできず、くわえて彼らの学校に対するニーズも一様でないために、

何が受け入れられるのか否かは定かでない。なお、学校での活動は、彼らに受け入れられなくとも扱わねばなら

ない（「嫌がってもやらせる」）ことが多く、相手から忌避・拒否される可能性が高い。さらに、③なかでも、教
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員が同時に接する児童・生徒は数十人に上ることもあり、彼らの間で集団力学すら生じうるほど、どのような展

開になるかは誰にとっても不透明である。 

 よって、立てられた教育目標に向けて教職員が「できない」のではなく、やりたくとも「できない」と理解す

べき場が学校である。そして、目標実現ができないのは教職員の力量不足というよりも、教職員側の意図を貫徹

させるほどの強権的な態度は児童・生徒の反発を招きかねず、かえって教育効果が下がること、かといって、教

育上の意図と態度が不明瞭であれば「仲良し関係」に留まり、これも教育目標を実現できないというジレンマに

置かれている、と説明できる。そこで教職員、とくに個業的職務の性格が強い教員に残される余地は、「自発的

にやらせる」という、論理的には矛盾する場面を生み出すことだが、それは運次第といえるほどに難しい演出で

もある。 

 以上から、学校教育は、教育法的・行財政的に規定されるマクロレベル、学校運営に見られるメゾレベルに加

えて、個々の教職員が児童・生徒との個人的または集合的な関わりのなかで、シナリオは乏しく偶然に生まれる

もの、こうした教育実践のミクロレベルからも説明できる。教師による子ども呼称の問題は、この一例として取

り上げることができるのである。 

Ⅱ．教師にとっての子ども呼称 

子どもをどのように呼ぶかについて、教育－学習上の特性からいって学校経営の基本方針に定めにくいため、

多くの場合、その判断はそれぞれの教師に委ねられる。個人が特定されている場面では、「きみ」「おまえ」と二

人称代名詞が用いられるものの、多数の生徒がいる学校での日常的場面では、おおよそ、氏と名（苗字と下の名

前）、「くん・さん」づけと呼び捨ての組み合わせの４類型が想定できるだろう。そこでは学校ならではの特徴と

して、次の二点を踏まえなければならない。 

 

表 子ども呼称の類型（「山田一郎」という生徒の場合） 

 

     氏     名 

  くん・さん    山田くん    一郎くん 

  呼び捨て    山田    一郎 

 

 その一つ、多くの呼称は消極的ではあっても、相手の同意や了解があって初めて成立するのに対して、教育関

係においては教師がほぼ一方的に決めており、子どもがそれをどう受け止めているかは問われないことである。

多くの教師にとって、どのように呼ばれたいかを子どもに尋ねるという発想は、眼中にないのかもしれない。そ

こには、教育しようとする側の暴力的性格が認められる。この際、子どもがその呼ばれ方を認めるならば問題は

起こらないが、それを嫌だと感じる場合、表面化しなくとも教師への否定的態度や感情を惹起しうる点で、教育

上のリスク因子となる。 

 もう一つ、教師が子どもをどう呼ぶかは、学校単位であれ個人であれ教育側に裁量が与えられるのに対して、

子どもにとって教師をどう呼ぶかの選択肢は、事実上存在しないことである。彼らが陰で教師をどう呼んでいる

かはともかく、児童・生徒から教師への表向きの呼びかけは「先生」しかありえない。これ以外で子どもから教

師が呼ばれるような事態は、教育関係を危うくしかねないので警戒され、教師をあだ名やさらには呼び捨てする

ような生徒に対して、教師は厳しく「指導」する。これが教育側にとって極めて重要であることは、とくに小学
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校において教師が自分を指して「先生の言うことをよく聞いてね」と、「先生」と呼ぶべきことを児童に伝えて

いる点からもうかがえる。 

 以上のように教育関係は、教師は自分の判断で子どもの呼び方を決めるのに対して、子どもに自分をどう呼ぶ

かは「先生」で統一させるという非対称になっている。こうした条件のもと、ある教師は呼び捨てで児童・生徒

を呼ぶが、それは次のような賭けが伴うことも意味する。 

Ⅲ．呼び捨てがはらむリスク 

多くの教師は、「サラリーマン教師」とも揶揄される、子どもと距離を取ったいわば淡々と職務に向かうイメ

ージと異なって、子どもと良好あるいは濃厚な関係を築き、その上で高い教育効果を見込めることを願う。そこ

で前提とされているのは、後者を実現する上で前者が必要という論理である。 

 つまり、授業以前に生活指導・生徒指導、あるいは受容的関係が重要と考えられており、教師によってはさら

に、人間関係こそが何にも増して大切と捉えられている。そこでは、子どもとの距離感、心理的距離の近いこと

が、「子ども理解」の上でも望ましいとされる。「子どもたちと笑い、泣きあえるクラス」を、少なくない教師が

理想的に描くとすれば、呼称についても、名字や「くん・さん」では味気なく物足りず、下の名前でしかも呼び

捨てすることで、ちょうどテレビドラマに見られるような「子どもにぶつかっていく」、「ファミリーのような感

じ」を得たいと考えるのだろう。かくして、とりわけ中学校・高校の少なくない教師は子どもを呼び捨てにしが

ちだが、それは、次の三つの点でリスクをはらむものとなる。 

 その一つは、ある生徒にとって自分が呼び捨てされることは不快に感じられるために、呼び捨ては教師の思惑

と違って人間関係を好転させるものにはならない、ということである。そこでは、どのような言い方が生徒にと

って好ましいのか、嫌なのかというやり方の問題というよりも、教師に対する生徒の評価が含まれる点を踏まえ

なければならない。 

 つまり、親しみを感じない、あるいは尊敬できない相手から呼び捨てされることは、学校での人間関係に限ら

ず不快なことだろう。反対に、敬う相手から呼び捨てされることは「大人扱いされたと嬉しく感じる」ことすら

ありうる。かくも、呼び捨てで相手を呼ぶことの結果や効用を見通すのは難しい。 

 また、学級経営や授業経営を進める上で、教師は生徒たちを同じ類型で呼ばなければならないと考える傾向が

観察される。それは、多少の幅を持つものであったとしても、「えこひいき」をせず、どの生徒にも平等に接す

るべきという教師の信念の現れと捉えられる。一部の生徒を呼び捨てし、他の生徒を違う類型で呼ぶことは、生

徒間および対教師関係に否定的な影響を及ぼしうる点で、教師にとって避けるべきことなのだ。このため、教師

が生徒を呼び捨てにした場合、それを嬉しく思わない生徒が出現することは、どうしても避けられない。 

 しかもその不満を、多くの生徒は教師に伝えることができない。教える－教えられる関係は、対等ではまった

くないので、教師は不満を抱かれていることにすら気づかない可能性がある。他の生徒がいる前で中学校１年の

女子を「ブス」と呼んでいたことなどから戒告処分を受けた 50 歳代の教諭が、「生徒とは親しい間柄なので、嫌

がっているとの認識はなかった」（読売新聞、2010.7.28）と語っているのは、その一例だろう。 

もちろん、「くん・さん」づけで呼ばれることを嬉しく思わない生徒がいることも、同様である。つまり、教

師がどのような呼び方を選ぶにせよ、それを好ましく思う生徒とそう思わない生徒の両方がいる、と考えるべき

である。そして、不快な呼ばれ方を続けられる生徒が、その教員と望ましい関係を取れないことも明らかだろう。 

また二つ目は、生徒への呼称はそれだけで完結することはなく、その後の表現と密接に関わっていることであ

る。相手を「くん」または「さん」で、あるいは苗字で呼ぶことは、丁寧な姿勢を相手だけにではなく、その旨

を話す自分に対しても言い聞かせることになる。このため、たとえば「山田さん、～の点についてどのように思

いますか」というように、呼称に続く言葉は相手を慮ったものになりやすい。これに対して、呼び捨ての場合は、

「山田、～の点はどう」というように、ぞんざい、あるいは省略して相手に話すことになる。話し手が表現の一

貫性を保つものならば、この両者が入れ替わることは考えにくく、呼び捨てで相手を呼ぶ場合は、そのあとに粗

雑な表現が続く可能性が高い。 
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くわえて、自分を呼び捨てする相手に対しては、自分も相手を呼び捨てする可能性が高いと仮説すれば、この

場合、教師が陰で生徒から呼び捨てられることを意味する。それははたして、尊敬されるべき立場として望まし

いことだろうか。 

ここで、「体罰」問題に敷衍しよう。言葉による表現と身体による表現がつながっていることを想起すれば、

呼び捨てのように荒々しい言葉を用いると、勢い乱暴な表現が続き、さらには物理的有形力の行使にすら行きか

ねないことが考えられる。怒ると乱暴な物言いになると同様に、乱暴な物言いが怒りを増幅させることも導きう

るだろう。「部活動の際、ミーティング中によそ見をしたり、私語をしたりした生徒の頭やほおを平手でたたく

体罰をしていたほか、『あほ、ぼけ』や『死ね、殺すぞ』などと暴言を吐いたという」（MSN 産経ニュース、2010.11.2）
30 歳代の中学校教諭の例から察すれば、「思わず、かっとなって」とも表される体罰の行為が、「くん・さん」

づけと同時になされることは、想像しにくい。これらが教師と子どもとの関係のみならず、子どもが安心して学

ぶ環境を危うくしていることは明らかだ。 

そして三つ目は、感情労働として教職を捉えれば、相手に丁寧に接することは、自身を落ちつかせるマネジメ

ントにつながり、これと反対の状況、すなわち相手に乱暴に接すると、自分を操ることを難しくもする。つまり、

呼び捨ては引き続く表現と合わせて、自身をいたずらに興奮させ、また自分の乱暴な物言いに興奮した相手の感

情に自分が影響を受けてしまうことで、セルフマネジメントを困難にする可能性を高めるのである。短い時間で

の意思決定が職務上きわめて重要な教職において、冷静な業務遂行は必須ともいうべき条件だが、呼び捨てはこ

れを危うくしかねない。 
Ⅳ．結－適切な環境管理に向けて 

 
以上の考察から、次の点をまとめることができる。 

 

①学校教育は、組織的活動である一方、児童・生徒をどのように呼称するかは、教職員とくに教員の個業的な

業務遂行の一部として、すぐれて自律的な活動領域に属している。つまり、どのように教師が子どもを呼ぶかは、

両者の人間関係と教育－学習活動に大きく影響しており、教育法制や行財政といったマクロレベル、それぞれの

学校の運営というメゾレベルにも増して、教育実践と称される公教育経営の最前線にあたるミクロレベルでの学

校教育に関する説明力が高いことは明らかである。この点で教育実践とは、あくまでも公教育の実践であること

が確認されるべきだろう。 

②児童・生徒との人間関係を重視する教師にあっては、「くん・さん」よりも親しさを感じさせる呼び捨てを

多用しがちだが、それはすべての子どもに好ましく思われる訳ではない。その一方、どの生徒にも同じように接

すべきという教師の立てる原則から、必ずといってよいほどに嫌に思う生徒が現れることも避けられない。この

点で、自分の発する呼称が子どもにどのように受け止められているのかについて、より敏感になれるような感性

と知性を高めるとともに、同僚をはじめ他者から指摘されやすい労働環境を整備するように心を砕くことが考え

られる。 

③呼び捨ては、それに続く表現が言葉上、さらには行為として乱暴になりがちな点で、認知的・感情的に子ど

もと教師自身のマネジメントを困難に陥れかねない。楽しく盛り上がる場を作りながらも、冷静に業務を遂行す

るためには、児童・生徒に対してより丁寧な呼び名を用いるよう留意することが賢明と言える。 

 

なお、本稿では児童・生徒個人に対する呼称を扱ったが、学校では、集団に対する呼称も観察される。たとえ

ば、「部活を頑張る奴は、勉強もできる」、「男子生徒、しっかりしろよ」といった、ある属性を持つ集団に教師

が呼称を与えることで教育的効果をねらうものである。個人的関わりと同時に、集団的・集合的関わりも重要な

職務として問われる教職を理解する作業として、この点も次の分析課題にしたい。 

 

 



 叱るときこそ丁寧に 229 

参考文献 

 

小林美恵子「授業談話データベースによる実態調査－教師は生徒をどう呼ぶか」『研究誌 ことば』29、pp.54-72、
2008 

榊原禎宏「感情のマネジメントとしての教育実践と公教育経営」『教育実践研究紀要』9、pp.171-176、2009 
高橋美奈子「沖縄県の学校場面における教師の呼称」『琉球大学教育学部紀要』75、pp.195-205、2009 
中村恵子・田上不二夫「中学生への呼称の操作が教師との心理的距離の変化に及ぼす効果」『カウンセリング研

究』42(1)、pp.81-87、2009 
 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 250
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 250
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1000
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


